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第四次
なでしこプラン
済生会生活困窮者支援事業

令和 7 年度  事業実績報告



　済生会は、「なでしこプラン」を継続して実施している。第一次となる『済生会生活困
窮者支援なでしこプラン 2010』（平成 22年度～ 24年度の 3カ年）では延べ 31万人、
『第二次なでしこプラン（済生会生活困窮者支援事業）』（平成 25年度～ 29年度の 5カ
年）では延べ 75万人、『第三次なでしこプラン』（平成 30年度～令和 4年度の 5カ年）
では新型コロナウイルス感染症の影響を受けながらも延べ 88万人への支援を行い、従
来のプランでは取り組みが進まなかった就労や教育、社会参加等の支援活動にも積極的
に取り組んできた。
　『第四次なでしこプラン』（令和 5年度～ 9年度）では、策定された第 3期中期事業計
画と整合を図り、より一層の支援を拡充し、これまで取り組みが進まなかった住まい、就
労、教育等の分野、さらには時代や地域が求めるニーズの変化を的確にとらえて事業を
進めている。
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目次

　無料低額診療事業の対象者のみならず、社会保障制度の対象とな

らないホームレス、DV被害者、障害者、高齢者、刑余者、貧困家

庭の子どもなどの生活困窮者全般の幅広い範囲を対象として、本会

施設の職員が施設の内外を問わず、対象者への積極的なアプローチ

により、訪問診療、健康診断・相談、就労支援、食糧支援等を行う

事業。

　当活動を的確かつ効果的に進めるために、社会福祉協議会、福祉

事務所、市役所、更生保護施設等のほか、地域におけるNPO法人

やボランティア団体、マスコミなどとの連携強化を図りながら積極

的な展開を行っている。

なでしこプランとは

1）令和7年度実績
　令和7年度は、40支部および本部で計520事業（対前年度比±0事業）を実施し、延べ
24万4千人（前年度比約4千人増）への支援を行った。主な内容は、ひとり親や貧困家庭
の子どもの居場所や食糧・日用品等の支援、地域住民や高齢者にもカフェ等を開催して
居場所提供や交流支援等を行った。高齢者、刑余者等の相談支援や訪問・巡回見守り等
も継続して行った。従来からの刑余者や高齢者・障害者施設での健康診断等も実施した。
　5カ年計画から新たに実施した事業は23事業、計画しながら実施に至らなかったもの
は181事業あった。

2）済生会生活困窮者支援総合事業
　上記のほか、なでしこプランの計画的推進・積極的推進に資するため、本部において
「総合事業」を実施した。

▶第15回済生会生活困窮者問題シンポジウム

テーマ：支援の糸口を、私たちから－ 生きづらさを抱える若者を支える福井の力
日　程：令和7年10月18日（土）
会　場：福井県済生会病院　本館2階研修講堂
主　催：福井県済生会
共　催：福井県
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「小樽くらしたい共生フェス2025」を
ウイングベイ小樽で開催
（北海道済生会）

鴻巣市社会福祉協議会主催の
地域イベントに参加
（埼玉・鴻巣医療福祉センター）

支部・施設別
事業実績報告

少年専用の更生保護施設で無料インフルエ
ンザ予防接種（福岡・飯塚嘉穂病院）

寿地区での無料健康診断
（神奈川県済生会）

生活困窮者支援募金を活用した食糧支援
（熊本病院）

独自の地域セーフティネット事業で
食品・生活用品を寄付
（大阪・吹田病院）

令和7年度

事業数 対象者延人数
1.健診・予防接種・医療支援 163(+1) 28,069(-3,479)

①高齢者 7(0) 2,176(+363)

②ひとり親家庭・貧困家庭の子ども 8(0) 638(+129)

③小・中・高・大学生等 2(+1) 114(+32)

④障害者（児） 17(-2) 2,991(-2)

⑤受刑者・刑務所出所者 56(+1) 2,958(-2,029)

⑥外国人 22(-2) 3,943(-137)

⑦ホームレス 13(0) 7,193(-245)

⑧ DV被害者 6(-1) 42(-4)

⑨地域・住民 30(+4) 7,732(-1,664)

⑪その他 2(0) 282(+78)

2.住まいの提供・居住支援 11(+1) 13,433(+1,289)

①高齢者 3(0) 898(+260)

⑤受刑者・刑務所出所者 6(0) 12,468(+1,003)

⑨地域・住民 2(+1) 67(+26)

3.相談支援・訪問支援・巡回・見守り等 67(0) 33,407(+664)

①高齢者 13(0) 15,754(-43)

②ひとり親家庭・貧困家庭の子ども 2(+1) 153(-11)

③小・中・高・大学生等 2(0) 1,388(-20)

④障害者（児） 6(0) 183(+60)

⑤受刑者・刑務所出所者 6(0) 5,591(+783)

⑥外国人 2(0) 43(+32)

⑦ホームレス 3(-1) 52(-100)

⑧ DV被害者 1(0) 518(+56)

⑨地域・住民 29(0) 5,229(-341)

⑩医療・介護・福祉従事者 2(0) 183(-71)

⑪その他 1(0) 4,313(+319)

4.移動支援・買い物支援等生活支援 13(-1) 15,881(+85)

①高齢者 5(0) 3,601(+943)

④障害者（児） 1(0) 5,980(+545)

⑨地域・住民 7(-1) 6,300(-1,403)

5.レスパイト・一時保護・預かり等 7(-1) 882(-110)

①高齢者 1(-1) 273(-229)

④障害者（児） 5(+1) 487(+90)

⑨地域・住民 1(-1) 122(+29)

6．サロン・居場所・カフェ・子ども食堂等 29(+5) 13,889(+4,552)

①高齢者 8(0) 2,583(+261)

②ひとり親家庭・貧困家庭の子ども 7(0) 4,721(+957)

③小・中・高・大学生等 2(+1) 733(+133)

④障害者（児） 2(0) 586(+11)

⑨地域・住民 10(+4) 5,266(+3,190)

7．フードバンク・衣料リユース等 33(-3) 15,604(+1,774)

②ひとり親家庭・貧困家庭の子ども 14(+1) 6,094(+1,536)

③小・中・高・大学生等 0(-1) 0(-12)

⑤受刑者・刑務所出所者 1(0) 49(-24)

⑨地域・住民 18(-3) 9,461(+274)

8．各種減免・日用品等の給付 29(-3) 52,458(+2,515)

①高齢者 4(-1) 2,235(-41)

②ひとり親家庭・貧困家庭の子ども 3(0) 234(-2)

令和7年度

事業数 対象者延人数

第四次なでしこプラン令和7年度事業総括表

総計

事業数 対象者延人数

520(0) 244,052(+4,074)

①高齢者
②ひとり親家庭・貧困家庭の子ども
③小・中・高・大学生等
④障害者（児）
⑤受刑者・刑務所出所者
⑥外国人
⑦ホームレス
⑧DV被害者
⑨地域・住民
⑩医療・介護・福祉従事者
⑪その他

主な対象者

④障害者（児） 5(0) 23,953(+944)

⑤受刑者・刑務所出所者 3(0) 770(+221)

⑦ホームレス 2(0) 11(-1)

⑨地域・住民 12(-2) 25,255(+1,394)

9．就労支援 31(+2) 16,333(-854)

④障害者（児） 20(+2) 12,503(-1,087)

⑤受刑者・刑務所出所者 3(0) 3,578(+255)

⑨地域・住民 7(0) 242(-27)

⑪その他 1(0) 10(+5)

10．人材育成・支援者育成等 4(-2) 175(-134)

③小・中・高・大学生等 1(0) 8(-36)

⑤受刑者・刑務所出所者 1(0) 5(+1)

⑨地域・住民 1(0) 93(-2)

⑩医療・介護・福祉従事者 0(-2) 0(-154)

⑪その他 1(0) 69(+57)

11.ボランティア養成・受入 8(0) 502(+30)

⑤受刑者・刑務所出所者 5(0) 30(-10)

⑨地域・住民 3(0) 472(+40)

12.職業・職場体験 3(0) 47(-76)

③小・中・高・大学生等 2(0) 41(-46)

④障害者（児） 1(0) 6(-30)

13．学習支援 4(+1) 1,463(+591)

②ひとり親家庭・貧困家庭の子ども 2(+1) 209(-56)

③小・中・高・大学生等 1(0) 25(-7)

⑥外国人 1(0) 1,229(+654)

14.出前講座・市民向け講座・職員派遣 53(-3) 10,709(+997)

①高齢者 6(0) 674(+181)

②ひとり親家庭・貧困家庭の子ども 4(+3) 2,088(+2,081)

③小・中・高・大学生等 2(-1) 379(-1,411)

④障害者（児） 1(0) 9(-242)

⑤受刑者・刑務所出所者 38(+36) 7,272(+7,257)

⑨地域・住民 2(-37) 287(-6,463)

⑩医療・介護・福祉従事者 0(-4) 0(-406)

15．地域交流・地域活動・情報発信 53(+2) 31,035(-3,397)

①高齢者 10(0) 1,948(-27)

②ひとり親家庭・貧困家庭の子ども 1(0) 7,931(-1,246)

③小・中・高・大学生等 2(+1) 82(+29)

④障害者（児） 2(+1) 94(+14)

⑨地域・住民 33(+2) 20,217(-2,391)

⑩医療・介護・福祉従事者 5(-2) 763(+224)

16.協議会参加等 8(0) 9,589(-264)

②ひとり親家庭・貧困家庭の子ども 1(0) 9,090(0)

⑨地域・住民 5(0) 385(-326)

⑩医療・介護・福祉従事者 2(0) 114(+62)

17．その他 4(+1) 576(-109)

⑦ホームレス 1(0) 100(-28)

⑨地域・住民 3(+1) 476(-81)

※カッコ内は前年度比
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　第 15回済生会生活困窮者問題シンポジウムが令和 7年 10月 18日、福
井県済生会病院で開かれ、地域住民や福祉関係者ら約 200人が参加しま
した。テーマは「支援の糸口を、私たちから　生きづらさを抱える若者
を支える福井の力」。生きづらいと感じていても相談先や居場所が見つか
らない──。困難な状況にありながらも自ら声を上げることができない
女性や子どもたちへの支援を考えました。
　はじめに、炭谷茂・済生会理事長と鷲頭美央・福井県済生会会長（福
井県副知事）が開会あいさつ。登谷大修・福井県済生会支部長がシンポ
ジウムの趣旨説明をしました。刑務所出所者への支援など福井県済生会
が取り組む生活困窮者支援について、職員のメッセージ動画も放映され
ました。
　基調講演は厚労省社会保障審議会の委員も務める橋本達昌・社会的養
育地域支援ネットワーク代表理事が「生きづらさを抱える若い女性や子
どもたちを地域で支えるために私たちができること」と題し講演しまし
た。橋本氏は情報過多がもたらす社会の歪み、個人の自由志向の高まり
と社会の希薄化などの現代社会の問題を解説。「地域共生社会の実現には
専門家のケア（支援）、地域住民のチア（応援）、当事者市民のピア（支
え）の三つの連携が重要で、行政はこれらの活動を支える存在であるべ
き」と語りました。
　パネルディスカッションでは橋本氏がコーディネーターを務め、それ
ぞれの立場で支援する 4人が取り組みを発表しました。

　藤原美由紀・福井県健康福祉部児童家庭課長は県内に 6カ所整備され
ている児童家庭支援センターについて、地域の専門相談窓口として住民
などからの相談に応じて助言していることを説明しました。
　児童養護施設で育ち現在は同施設で職員として働く板谷ゆりさんは当
事者としての体験談を語り、短大生活でリズムが崩れ施設職員と距離を
置いた時期もあったが変わらず寄り添ってくれた経験から、支援は制度
だけでなく社会全体で見守っていく形が大切だと話しました。
　福井県で自立援助ホームや子どもシェルターを運営する一般社団法人
ラシーヌの端将一郎代表理事は、繁華街の巡回やネットパトロールなど
のアウトリーチも行い、家に帰りづらいなどの事情を抱える子どもたち
への支援をする活動を紹介しました。
　平成 26年 4月に開設した性暴力救済センター・ふくい「ひなぎく」の
取り組みを発表した福井県済生会病院 公認心理師・臨床心理士の車屋知
美さんは、性暴力は心と体だけでなく行動面や生活面にも影響が及ぶと
解説、「ひなぎく」では支援看護師の資格を持つ看護師が警察や弁護士と
連携して相談者を支援していると説明しました。
　パネリストと会場参加者との意見交換では「本人がいつでも相談でき
る雰囲気を築くことが大切。自立を過度に強調せず細く長く関わってい
ける『ゆるい支援』があってもいい」といった声が聞かれました。
　最後に笠原善郎・福井県済生会病院院長が「本日の学びを職員と共有
して、当院が貢献できることを改めて考えたい」とあいさつしました。

炭谷茂氏

登谷大修氏

鷲頭美央氏

橋本達昌氏

藤原美由紀氏

端将一郎氏 車屋知美氏

板谷ゆり氏

笠原善郎氏

会場となった福井県済生会病院。冒頭、福井県済生会職員による支援現場の声をまとめた動画が放映された。
シンポジウムは福井県が共催、福井市、教育委員会、社協、福井新聞社、福井放送が後援した。橋本来林 福井県済生会病院 事務部総務・企画課

基調講演

支援の糸口を、私たちから
生きづらさを抱える若者を支える福井の力

第15回済生会生活困窮者問題シンポジウム

詳細内容はこちら

済生会生活困窮者支援総合事業
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鳥栖市・麓刑務所の職業訓練で介護福祉士実務者研修を修了した
受刑者を対象に、唐津病院の職員がフォローアップ指導

ふもと

長期的な支援体制構築を目指して長期的な支援体制構築を目指して

　唐津病院では、平成 22年の済生会生活困窮者支援事業「な
でしこプラン」の立ち上げをきっかけに刑務所出所者等支援
事業を開始しました。刑務所出所者等の社会復帰の実現に向
けた支援として、平成 23年には更生保護施設「佐賀県恒産
会」・佐賀保護観察所と連携推進計画書を策定。その後は継続
して無料健康相談会の実施や社会貢献活動の受け入れを行っ
てきました。
　平成29年には佐賀保護観察所に協力雇用主として登録。し
かし、制度上の難しさも相まって実際の雇用にはなかなか至
らず、支援の広がりと実効性に課題を感じていました。
　転機となったのは、済生会の中でも積極的に刑務所出所者
等支援を推進してきた、山口地域ケアセンターの先進的な雇
用事例（山口刑務所受刑者への介護資格取得から出所後の就
労までの一連の支援）の視察です。支援のあり方を具体的に
イメージできたことで、長期的には山口で行っているような、
地域全体での支援体制を構築するという方向性も見えてきま
した。
　介護人材養成を目的とした職業訓練は、佐賀県鳥栖市にあ
る九州唯一の女性刑務所・麓刑務所でも行われており、同所
では再犯防止に向けてさらなる訓練内容の充実、出所後の就
労支援体制の強化が求められている状況でした。そこで、出
所者の雇用も見据えた「フォローアップ研修」の実施につい
て、唐津病院のそれまでの更生保護活動実績に加え、山口刑

人ひとりが確かな手技を身につけられるよう実践的なフォ
ローアップを行っています。
　また、実際の介護現場・仕事内容をなるべくイメージでき
るように、済生会や唐津医療福祉センターの活動紹介ととも
に、多様な介護施設について話し合う時間を設け、就業への
意識を高めています。
　研修を受け、受講者からは「より具体的に働く実感が持て
た」と前向きな感想がある一方で、「出所後に働く場があるか
が本当に不安」「なんとか社会の役に立ちたい」との言葉も多
く聞かれました。こうした切実な声をくみ取り、継続的な支
援体制をつくっていく必要があります。

受刑者が再び社会で生きるために受刑者が再び社会で生きるために

　麓刑務所では、受刑者がスムーズに社会復帰し、自立した
生活を再構築できるように、「就労支援」と「福祉的支援」を
はじめ、さまざまなサポートをしています。就労支援では、
ハローワークとの連携や就労説明会の実施、在所中の採用試
験など、出所後の仕事探しを後押しする取り組みを充実させ
ています。
　現在、刑務所で特に大きな課題となっているのが、受刑者
の急激な高齢化です。同所の平均年齢は 53.1歳、最高齢は
86歳に達しており、この 10年で平均年齢は約 10歳も上昇
しました。また、出産や閉経といった女性ならではの健康管
理に加え、過去の虐待や性的被害によって心に深い傷を負っ
ている受刑者も少なくありません。医療や福祉による専門的
なケアがこれまで以上に求められています。同所では福祉専
門官を配置し、高齢の人や障害のある人への対応を強化。地
域の福祉事業者や行政機関、保護観察所などと密に連携し、
出所後の居場所を整えるための体制づくりを進めています。
　受刑者の平均入所回数は 2.7回と高く、中には 15回に及
ぶ人もいるのが現状です。再犯を防止し、安定した社会復帰
につなげていくには、それぞれが抱える問題や多様な背景に
寄り添った支援を充実させることが不可欠です。

受刑者に介護の実践指導
社会復帰を支援し再犯防止

唐津病院

務所での済生会の講師派遣事例もあったことから依頼があ
り、協議を開始。平成 31年 3月、唐津病院から麓刑務所へ
職員を派遣し、職業訓練介護福祉科の介護福祉士実務者研修
修了者を対象に 1回目のフォローアップ研修が行われました。

就業意識を高め確かな自立への一歩に就業意識を高め確かな自立への一歩に

　麓刑務所から講師派遣依頼を受けた後、唐津病院では具体
的な指導内容の検討に加え、同院を含む唐津医療福祉セン
ターでの雇用を視野に入れた協議が始まりました。検討にあ
たっては、協力雇用主に対する就労奨励金などの助成金制度
の活用や、雇用した際の職種、具体的な作業内容について話
し合い、準備を進めていきました。しかし、新型コロナウイ
ルス感染拡大の影響により研修そのものが実施できない状況
が数年続くこととなり、現時点で雇用には至っていません。
　令和 7年度現在の運用では、研修は朝から夕方までの 1日
完結のプログラムとして実施しています。講師は医療福祉相
談室に所属するソーシャルワーカーが担当し、専門家の視点
で指導にあたっています。受講対象はその年の職業訓練介護
福祉科の訓練生で、介護福祉士実務者研修の修了者です。
　研修は座学が中心ですが、実務者研修で学んだ知識や技術
の復習に加え、実際に介護職として働く際の土台となるケア
の考え方をミニワーク等も交えて丁寧に再確認していきま
す。締めくくりにはベッドから車椅子への移乗介助の実習を
行い、受講者が交代で利用者役と介助者役を担うことで、一

令和7年度のフォローアップ研修の受講者は5人。一人ひとりが就労への
希望と不安を胸に、真剣な表情で研修に臨む

　令和 7年 6月に刑法が改正され、従来の「懲役刑」と
「禁錮刑」が廃止され「拘禁刑」へと一本化されました。施
設への拘置に加え、「改善更生のために必要な作業・指導を
行うことができる」刑へと転換され、刑罰と並行して改善
更生・社会復帰支援を体系化。特に高齢・障害・精神疾患・
依存症など福祉ニーズの高い受刑者への個別・専門的支援
を強化していくこととなりました。
　受刑者の処遇の面でも個別化・多元化が図られ、再犯リ
スクなどを踏まえ、それぞれの特性に応じた施策を実施し
ています。受刑者が自ら犯した罪や被害者の心情等に向き
合い、矯正処遇の必要性を理解して自主的・意欲的に取り
組めるように、動機付けのための働きかけを重視していま
す。
　また、社会復帰支援についても、ハローワーク、更生保
護施設、地域生活定着支援センター、民間企業・団体など
との連携により、就労・住居・福祉サービスを包括的に調
整して行っています。

効果的な改善更生のために

　こうした刑法の改正の流れの中、済生会が行ってきた「な
でしこプラン」や地域生活定着支援センターによる刑務所
出所者等への支援は、ますます必要性が増してきています。
　具体的には、支援対象者が入所中の段階から福祉サービ
ス利用の準備を始め、地域生活定着支援センター等との連
携を進めることが挙げられますが、これは「出所と同時に
支援が途切れる」状態を防ぎ、再犯の大きなリスク要因と
もなる「住まい・収入・医療／福祉サービスの欠如」を軽
減できる点で極めて重要です。
　高齢・障害・精神疾患・依存症・社会的孤立など、福祉
課題が犯罪要因と密接に結びついているケースも少なくあ
りません。「なでしこプラン」による刑務所出所者等への支
援が、生活上の困難の軽減や、出所直後からの生活基盤の
確保、被害者・社会との関係の再構築等につながり、再犯
防止や社会の安全にも貢献します。これは「誰一人取り残
さない」ことを掲げるソーシャルインクルージョンの実現
にもつながっていきます。

支援を途切れさせないことが重要

刑法の改正と生活困窮者支援刑法の改正と生活困窮者支援
より求められる済生会の役割

なでしこプラン事例紹介 1
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岡山県済生会はNPO法人や岡山市と連携し、医療にアクセスしづらい人々へアウトリーチを実施。
健康相談を入り口に、受診や生活再建へつなげています。

行政・NPO・済生会の三位一体連携行政・NPO・済生会の三位一体連携

　岡山県済生会が平成 22年の「なでしこプラン」で開始し
た「ホームレス健康相談事業」は、15年の歳月を経て地域の
セーフティーネットとして定着しました。出発点は平成21年
4月に支部に設置された「社会福祉事業委員会」での議論で
す。当時、経済的理由で適切な医療を受けられない「受診抑
制」にある人々へのアプローチが大きな課題でした。
　事業開始前から「野宿生活を支える会（現・NPO法人岡
山きずな）」のボランティアが受診相談に対応していました
が、当時は自身の仕事を休んで受診同行する状況でした。済
生会としてボランティアの負担を軽減し確実な医療につなげ
たいという強い思いから、本事業を施行し、最初から支部全
体で取り組む体制を整えました。岡山済生会総合病院、岡山
済生会外来センター病院、吉備病院、昭和町診療所の医師や
看護師など各施設が持ち回りで現場を支える「支部一体型」
の運営を選択したのです。
　行政との連携も特徴の一つです。事業を開始した平成22年
4月時点では岡山市は協力体制に入っていませんでしたが、
同年 6月、MSWが「無料低額診療事業（以下、無低）」の報
告で市福祉援護課を訪問した際、無低につながる活動として
本事業を報告したことが市との協力態勢につながりました。
同年 10月に岡山市が合流。健康相談は毎月第 4金曜日に実
施していますが、現在に至るまで毎年 10・11月は市が相談
を直接担当し、受診が必要な場合は済生会の病院が受け入れ

です。氏名や血圧、相談内容が記録される手帳は、次回以降
も体調変化を把握できるよう会場の安楽亭で保管・管理され
ています。
　記録の蓄積により「継続的に見守られている」という実感
が生まれ、「先月より数値が落ち着いていますね」といった具
体的な対話が可能になります。手帳の存在が安心感をもたら
し、健康管理を支える重要なツールとして機能しています。
　また健康相談で使用する血圧計などの備品は、新たに購入
せず病院で使用していたものを持ち寄り、過度な費用負担を
抑え持続可能な運営を実現しています。

施薬救療の理念を肌で感じる現場施薬救療の理念を肌で感じる現場

　現場は医師、看護師、事務員、MSWの 4人 1組の多職種
チームで運営されます。バイタル測定や診察の傍ら、事務員
は記録や運転を担い、MSWは全体の流れを把握して優しく
声を掛けます。
　この活動は、済生会が掲げる「施薬救療」の理念を再認識
する貴重な機会となっています。診察室では見えない患者の
「暮らしのリアル」に触れることは、職員の意識を変える力を
持っています。初めは先入観を抱く職員も、現場で話を聞き、
過酷な環境下でも清潔に努め、ペットを大切に飼うといった
日常の機微に触れることで認識が一変します。
　地域に出向き、生活の場で困りごとに耳を傾ける体験は、
「生活困窮者を救う」という使命を実感として深く刻み込む過
程であり、済生会人としての成長の場にもなっています。
　15年の活動の積み重ねはより深い信頼へと発展し、近年は
相談会を介さずとも、シェルター運営を行う岡山きずなから
MSWへ直接、無低を利用した受診相談が寄せられるケース
が増えています。長年苦楽を共にし、専門性を尊重しタッグ
を組んで築いた信頼関係の成果であり、健康相談が地域の支
援体制の一部として機能している証左と言えるでしょう。

医療から生活再建へつながる支援医療から生活再建へつながる支援

　地道なアウトリーチは着実に相談者の人生を変えていま
す。令和 6年度は延べ 17件の相談があり、うち 3件を病院
受診へつなげました。保険証がなくても「受診相談券」を発
行し、済生会の病院が無低を適用して受け入れ、必要な検査
や治療を提供しています。
　医療と福祉の連携で人生を再建できた象徴的な事例があり
ます。シェルター入所に踏み切れなかった方が健康相談を機
に体調に向き合い、無低を利用して受診しました。「路上生活
のままでは継続治療が難しい」という現実を共有し、MSW

が岡山きずなと連携して生活再建の方法を提示したことで、
本人はシェルター入所を決意。その後、生活保護を利用し、

出向く医療が心の壁を取り払う
官民連携で支える15年の歩み

岡山県
済生会

るという、官民が柔軟に補完し合う連携モデルが確立されま
した。

アウトリーチと健康手帳で結ぶ信頼アウトリーチと健康手帳で結ぶ信頼

　事業名に「ホームレス」と冠していますが、真の目的は路
上生活者に限らず、経済的困窮や社会的孤立等で医療にアク
セスしづらいすべての人を救うことです。相談会場「安楽亭」
には地域住民や困窮者、路上生活者などさまざまな人が訪れ
ます。深刻な困窮状態にある方にとって医療機関は物理的な
距離以上に「心理的に遠い」場所であり、身分証や現金がな
い現実や「断られるのではないか」という先入観が受診の壁
となっています。
　だからこそ、済生会の医療チーム自ら出向く「アウトリー
チ（出張相談）」が極めて重要です。炊き出しの現場から始
まった活動は、岡山きずなが拠点を確保したことに伴い、公
園からアパート、現在の古民家「安楽亭」へと移行しました。
決まった場所や日時で予定を合わせやすく、顔なじみのス
タッフがいる安心感のなか、食事のついでに「ちょっと診て
もらおうか」と気軽に体調を相談できる雰囲気が受診への一
歩を引き出しています。
　現場では、保険証の有無、通院歴、普段の生活の様子を相
談者への気配りをしながら聞き取り、背景にある社会的課題
を見極めます。
　一過性で終わらせない工夫が、初回に作成する「健康手帳」
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医療を継続しながら自らの「居宅」を構える一歩を踏み出し
ました。医療を入り口にMSWときずなが伴走し、社会との
つながりを取り戻した理想的なケースです。
　事業開始から 15年が経過し課題も変化しています。路上
生活者の高齢化が進み、認知機能の低下や精神疾患、障害を
抱え、身寄りがないため意思決定が困難な層も存在します。
現場のMSWからは「元気なうちはいいが、動けなくなった
時の支援を誰が担い、最後をどう支えるのか」という切実な
声が上がっています。
　これに対し岡山県済生会では、令和 8年 3月に厚労省医政
局が出した「医療ソーシャルワーカー業務指針」が示す「意
思決定支援」の重要性を今後の支援の柱に据えています。元
気なうちから本人の意向を丁寧に汲み取り、医療・福祉・地
域が連携して尊厳を最後まで守り抜く体制の構築が求められ
ています。「ホームレス健康相談事業」は単なる医療への橋渡
しにとどまらず、一人ひとりの「健康」と「尊厳」を守り孤
立させないための希望の絆です。これからも行政やNPOと
強固なタッグを組み、「施薬救療」を現場の実践を通じて問い
直し、力強く歩みを進めていきます。

古民家カフェのような雰囲気の中で温かい食事が提供される。
会場の安楽亭では入浴や洗濯も可能

健康相談は安楽亭の一室で実施。相談者が話しやすいように
参加している医師・看護師・MSWで和やかな雰囲気を作る
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